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記入欄
評
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4　80％以上の指導場面で実施 4　80％以上の児童に定着

3　70％以上の指導場面で実施 3　70％以上の児童に定着

2　60％以上の指導場面で実施 2　60％以上の児童に定着

1　60％未満の指導場面で実施 1　60％未満の児童に定着

4　90％以上の日で実施 4　保護者アンケート満足率80％以上

3　80％以上の日で実施 3　保護者アンケート満足率70％以上

2　70％以上の日で実施 2　保護者アンケート満足率60％以上

1　70％未満の日で実施 1　保護者アンケート満足率60％未満

4　月8回以上の更新 4　保護者アンケート満足率90％以上

3　月6回以上の更新 3　保護者アンケート満足率80％以上

2　月4回以上の更新 2　保護者アンケート満足率70％以上

1　月4回未満の更新 1　保護者アンケート満足率70％未満

4　アンケートの90％以上で取組を実施 4　アンケート回収率70％以上

3　アンケートの80％以上で取組を実施 3　アンケート回収率65％以上

2　アンケートの70％以上で取組を実施 2　アンケート回収率60％以上

1　アンケートの70％未満で取組を実施 1　アンケート回収率60％未満

4　90％以上の授業で実施 4　70％以上の児童に定着

3　80％以上の授業で実施 3　65％以上の児童に定着

2　70％以上の授業で実施 2　60％以上の児童に定着

1　70％未満の授業で実施 1　60％未満の児童に定着

4　90％以上の単元で実施 4　80％以上の児童に定着

3　80％以上の単元で実施 3　70％以上の児童に定着

2　70％以上の単元で実施 2　60％以上の児童に定着

1　70％未満の単元で実施 1　60％未満の児童に定着

4　80％以上の単元で実施 4　児童アンケート満足率90％以上

3　70％以上の単元で実施 3　児童アンケート満足率80％以上

2　60％以上の単元で実施 2　児童アンケート満足率70％以上

1　60％未満の単元で実施 1　児童アンケート満足率70％未満

4　80％以上の活用できる単元で実施 4　児童の80％以上が自分の考えを表現する

3　70％以上の活用できる単元で実施 3　児童の70％以上が自分の考えを表現する

2　60％以上の活用できる単元で実施 2　児童の60％以上が自分の考えを表現する

1　60％未満の活用できる単元で実施 1　児童の60％未満が自分の考えを表現する

4　90％以上の指導場面で実施 4　児童振り返りの満足率90％以上

3　80％以上の指導場面で実施 3　児童振り返りの満足率80％以上

2　70％以上の指導場面で実施 2　児童振り返りの満足率70％以上

1　70％未満の指導場面で実施 1　児童振り返りの満足率70％未満

4　90％以上の月で実施 4　児童アンケートにおいて、90％以上が肯定的な回答

3　80％以上の月で実施 3　児童アンケートにおいて、80％以上が肯定的な回答

2　70％以上の月で実施 2　児童アンケートにおいて、70％以上が肯定的な回答

1　70％未満の月で実施 1　児童アンケートにおいて、70％未満が肯定的な回答

4　月4回以上の図書室の活用 4　1人4枚の読書カード80％以上活用

3　月3回以上の図書室の活用 3　1人4枚の読書カード70％以上活用

2　月2回以上の図書室の活用 2　1人4枚の読書カード50％以上活用

1　月2回未満の図書室の活用 1　1人4枚の読書カード活用50％未満

4　90％以上で実施 4　児童アンケート満足率90％以上

3　80％以上で実施 3　児童アンケート満足率80％以上

2　70％以上で実施 2　児童アンケート満足率70％以上

1　70％未満で実施 1　児童アンケート満足率70％未満

4　90％以上で実施 4　児童アンケート達成率90％以上

3　80％以上で実施 3　児童アンケート達成率80％以上

2　70％以上で実施 2　児童アンケート達成率70％以上

1　70％未満で実施 1　児童アンケート達成率70％未満

4　90％以上の必要情報に対して実施 4　保護者アンケート満足率90％以上

3　80％以上の必要情報に対して実施 3　保護者アンケート満足率80％以上

2　70％以上の必要情報に対して実施 2　保護者アンケート満足率70％以上

1　70％未満の必要情報に対して実施 1　保護者アンケート満足率70％未満

4　80％以上の指導場面で実施 4　児童アンケートにおいて、80％以上が肯定的な回答

3　70％以上の指導場面で実施 3　児童アンケートにおいて、70％以上が肯定的な回答

2　60％以上の指導場面で実施 2　児童アンケートにおいて、60％以上が肯定的な回答

1　60％未満の指導場面で実施 1　児童アンケートにおいて、60％未満が肯定的な回答

4　4回以上で指導 4　児童アンケート達成率90％以上

3　3回以上で指導 3　児童アンケート達成率80％以上

2　2回以上で指導 2　児童アンケート達成率70％以上

1　2回未満で指導 1　児童アンケート達成率70％未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評語A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評語B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評語C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評語D

年々満足度は向上しているので、今後
も、学校での児童の様子を日々お伝え
していくことを継続しながら、保護者の
理解を得られるよう努力する。

児童が高まりを実感できるように
するために、指導項目を絞り、通
年で活動を継続できるようにする。

慣れてくるといい加減になる項目でもあるの
で、今後も繰り返し基本的な感染防止策とバ
ランスの良い食事について新しい情報を取り
入れながら重要事項として指導していく。

低学年・高学年ともに、95％以上の児童が自
分からあいさつができたと肯定的な回答して
いる。代表委員による呼びかけや、あいさつ
キャンペーンの取り組みなどが有効だったと
考えられる。

引き続き生活指導部と特別活動部が連携し、自分から
あいさつを呼び掛けていく。特に、学期に１度のあいさ
つキャンペーンでは、5・6年生を中心に地域の方も参
加し、あいさつの輪を町に広げてくださっている。今後も
このような児童発信の活動を継続していく。

児童アンケートの結果から、92.2％の児童が
肯定的な回答をしていた。肯定的な理由とし
て、授業でめあて・意見交流・振り返りを繰り
返し行ったことで定着しているからだと考えら
れる。

教員に言葉の宝箱の活用方法について聞き
取り調査を実施したところ、学年ごとに使用す
る場面が異なっていることが分かった。学校
内で、言葉の宝箱の活用場面や辞書を使う場
面など共通理解できなかったことが原因だと
考えられる。
発展コースは、75％の単元で実施。補充コー
スではQubenaよりもプリントの方が学習の定
着率が上がるため、50%未満。児童アンケート
によると、Qubenaは算数の学習に役立ってい
ると全学年の90％以上の児童が実感してい
る。
積極的なQubenaの活用など、クロームブック
の活用自体は進んでいるが、児童アンケート
の結果では、肯定的な返答が７４．７％と、
なっており、様々なツールを駆使して自分の
考えを表現することに関しては課題がみられ
る。

「めあてを書いている」の肯定的な回答
（96.4％）に比べて、「振り返りをしている」の
肯定的な回答が（83.8％）と少し低い。そのた
め、見通しをもち、タイムマネジメントをしなが
ら授業を計画し、学年に応じた振り返りを実行
していく必要がある。
学校内で、言葉の宝箱の活用場面や辞書を
使う場面など共通理解する必要がある。国語
科の単元の導入で意味調べをするなど、学校
や学年で言葉の宝箱や辞書を使う場面を揃え
るように周知する。

単元やコースによってQubenaの活用頻度は
違うが、家庭学習で活用することにより、知
識・技能の定着は上がるため、宿題では引き
続きQubenaに取り組む。単元によってはプリ
ントも振り返りの学習で活用する。

保護者アンケートの結果から、宿題や家庭学
習に積極的に取り組んでいる（そう思う、どち
らかといえばそう思う）が77.5％となり、昨年度
に比べると、7.5％も増加した。毎年、同じ時期
に同じ期間実施することで、徐々に定着率が
上がったと考えれる。
保護者アンケートの満足度（迅速に対応している、どち
らかといえばそう思う）が86.6％と髙い評価を得た。取
組指標でも90％で実施していることから、教員と保護者
ともに連絡や相談が迅速に行われている感覚があると
分かる。

保護者アンケートの結果では（そう思う、どちらか
といえばそう思う）が93.6％の肯定的な回答をして
いた。肯定的な理由としては輪番を作成し、校長
や各学年が普段の授業や行事の中から保護者の
関心を引く記事をよく考え、掲載したことが考えら
れる。

各回収率は、道徳授業公開33％、MNE授業公開
38％、運動会56％であった。tetoruのみで回収を行った
道徳公開以外は、昨年度と同様の回収率だった。回収
方法をtetoru、QR、CBの複数にしたことや当日にアン
ケートの依頼をしたことで、回収率が戻ったと考えられ
る。

年度始めや学期始めに、宿題の意義や、家
庭学習を定着させる大切さを、保護者会や学
級指導で伝える。また、宿題を提出できてい
ない児童には、保護者に連絡をし、協力をお
願いする。

児童の様子の変化は、細やかに保護者に連絡する。児童間

のトラブルは、学年や専科教員と共有し、管理職に一報を入

れ、下校前に必ず聞き取りと指導することを共通の原則とす

る。保護者からの相談等は、複数の教員で対応し、学年主任

や生活指導主幹、管理職への報告を忘れずに行う。

当日に起きたことをすぐに掲載できるように、
起案の仕方などを検討し、負担が少なく投稿
できるように工夫する。

学校評価のアンケート回収率は最初の締め切り日では
31％だったが、保護者に回答してもらうよう、児童に呼
び掛けると48％まで上がった。そのことから、児童へに
声を掛けることが有効であると考える。また、すぐアン
ケートに回答できるようにQRコードを壁などに掲示す
る。
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読書カードを４枚以上達成している児童は低
学年に多かった。１枚につき２０冊であるた
め、達成するのが難しい。また、高学年も同様
で、１冊のページが多いため、１枚２０冊は多
く、達成できる児童が少なかった。

２、３年生が1年生のために行動できる場面を
設定するなど、きょうだい学年以外の交流も
取り入れていく。上学年においても、きょうだ
い学年以外の交流を増やすことで、自己有用
感の向上につながる充実した活動にしてい
く。

67

93.6

42.3

92.2

クロームブックのツールの活用法について、
引き続きマスターラーニング活用事例を基に
した授業を行うとともに、ストリートスマート社
とも連携を図りながら様々な実践事例につい
ての情報を得る。

読書カードの記録を１枚１０冊にする。引き続き、家庭
学習がんばりカードやお話給食を導入して読書への興
味関心を高める。また、休み時間の図書館の開放、図
書委員会による読書推進活動（おすすめの本の選定、
コーナー設置や本のポップ作り等）も継続し、本に親し
みやすくする。

保護者アンケートの結果から、学校とし
ては状況や情報をその都度発信してい
るが、それが保護者への理解につな
がっていないことが分かった。

低学年７０％、高学年６０％との数
値が出た。縄跳びキャンペーンで
普段は縄跳び遊びをしない児童が
縄跳びに取り組む姿が見られた。

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で
成果と課題、改善点について協議する。
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危機管理情報（健康・問題行動・安全・登校し
ぶり等）は組織を生かして迅速かつ定期的に
校内で共有・対応する。

日常的に体を動かす習
慣・知識を付け、自分で
健康を保持する力を伸
ばす。

体力テストの結果より、授業に投げる動きを取
り入れ、年間を通した全校縄跳び活動を行い、
持久力や投げる力を伸ばす。

健康（食事・睡眠時間）や衛生（自ら手洗いや
換気）への習慣を付ける指導を学期ごとに行
う。

96

学校経営の重点…「だれかのために自分のできることを考え　実行しよう〜相手を尊重した異学年交流を通して〜」をキャッチフレーズに掲げ、主体的に社会形成に参
画する子供たちを育てる。その第一歩として、よりよい社会とは何かを考える学びを通して、課題を見付け、友達と協力して解決する姿勢を大切にする。

63.6

90.1

96.6

・家庭学習は増加は評
価できる。今後も継続さ
せたい。
・保護者への細やかな連
絡に努力が見られる。
・HPの掲載が多く、情報
共有がなされている。今
後も推進してほしい。
・アンケートの回収率の
改善が課題。

・異学年交流がよくでき
ている。
・内容をよく読んで本を
読む楽しさを知ってほし
い。また、読書量を増や
すだけでなく、質のよい
本を読んでほしい。本を
読むペースが人によって
異なるので、成果指標を
考え直した方がよい。
・あいさつが校内外でよ
くできている。

・CBやSNSの使い方は
便りも多く、家庭でよく話
している。家庭の協力が
必要なので、今後も声掛
けを継続してほしい。
・体力作りは継続が大切
なので、目標を作って楽
しく取り組めるようにした
い。
・感染症対策を継続する
と共に、保護者への情報
提供・情報共有も行って
ほしい。
・冬季は水が冷たいの
で、指先のみ洗う児童が
見られたので指導してほ
しい。
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A
授業の流れ「七国山スタイル」」を共通理解し、
見通しをもたせ、ねらいや振り返りを明確にし
た授業を積み重ねる。

「言葉の宝箱」を活用し、感想や考えを伝えたり
するときの語彙を豊かにする。辞書や学習端
末で言葉の意味をこまめに調べる。

一人一台のタブレット端末や学習支援コンテン
ツ「Qubena」を活用し、個別最適化した学習を
提供する。

２０２４年度　町田市立七国山小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

・めあてや振り返りは重要で
あり、自分の考えをもち、表
現できることが向上している
ことが評価できる。
・辞書を使う機会を増やした
方がよい。
・自分で考える指導を継続し
てほしい。
・キュビナなど、クロームブッ
クをよく活用している。
・書く学習も力を入れてほし
い。
・計算問題など途中計算を
書いたり、見直しをしたりす
ることも大切なので推進して
ほしい。

A

B

A

A

子どもが「考えた、わ
かった、発見できた」と思
える授業を展開する

一人一人が自分の考え
をもち、自分にできる「表
現方法」を獲得できるよ
うに授業を展開する。

　授業改善を進め、基礎
的・基本的な知識及び技能
の確実な習得と思考力、判
断力、表現力等の育成とと
もに、主体的・対話的で深
い学びを実現する。

自分の考えをもち、互いを尊重した対話を大切にする。クロー
ムブックで使える機能の活用や、1学期に1回以上マスター
ラーニングの事例を基にした授業を行う。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

自他の良さを認め合うこ
とや人・地域の役に立つ
ことを考え、実践する教
育活動を通して自己肯
定感を高める

SDGｓのパートナーシップを基にして、たてわり
班活動を年６回、きょうだい学年交流を1学期に
1回以上行う。

道徳の授業を中心に学期に２回以上「親切・思
いやり」「信頼・友情」「相互理解・寛容」「よりよ
い学校生活」いずれかの指導内容を取り上げ
る。

道徳の授業にとどまらず、道徳の授業と日常
生活を結び付けながら学校生活全般における
道徳教育の充実を図ることで、自他の良さを
認め合うことや人・地域の役に立つことを考え
ようとする児童を育成する。

「あいさつ」を生活指導の重点目標とし、「 自分
から あいさつ」 の定着を図る。

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

安全な環境を整備し、自
己・他者の命や心身を守
る力を育成するための全
校体制を徹底する

A

A

92.5

C

互いのよさを伝え合ったり、ペアを決めて名前
で呼び合ったりしたことで他学年のため実行
することの喜びを感じる児童が増えたと考えら
れる。児童アンケートの肯定的回答が上学年
98.6％であるのに対し、下学年は86.5％で
あった。
児童アンケートでは、どの項目でも９０％以上の児童が肯定

的な回答をしている。道徳の授業で、「親切・思いやり」「信

頼・友情」「相互理解・寛容」「よりよい学校生活」に関する内

容が実施されていて、児童が、人を思いやる気持ちや友達と

の関わり方、みんなでよりよい学校生活をつくっていくことなど

について考えることの良さを実感していることが分かる。

令和6年12月18日

社

会

に
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れ
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程
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現

目指す学校及び子どもの
姿を家庭や地域社会と共
有・連携した教育課程を実
施する。

家庭・地域との連携を高
める

毎学期に２週間行う「家庭学習がんばりカード」
を活用するとともに、宿題提出は毎日確認し家
庭学習の習慣を定着させる。

豊
か
な
心
の
涵
養

年３回の読書月間、週3回の読書活動、読み聞
かせ会を通し、図書室を毎週活用しながら読書
の習慣を付ける。

B

よりよい関係を築き、共
感する豊かな心を培う

A

B

95

95

81

Ａ

C

A

C

B

A

学校関係者評価の評価基準例

A

A

B

全学年ルールを守って生活すると
いう意識が高いことが分かった。高
学年の姿がよい手本となって生活
できている。

手洗いやバランスよく給食を食べること等健
康に気を付けているが、「はい」と「どちらかと
いえばはい」が９０％以上となっている。この
結果から、児童は感染症対策やバランス良い
食事等に気を付けて学校生活を送っているこ
とが読み取れる。

教員側が把握しづらいクロームブックや
SNS等の「学校のやくそく」にも今後は
目を向け、正しく使用できるように「タブ
レットを使う時のやくそく」を基に指導し
ていく。

A

58

A

77.5

86.6

D

74.7

B

保護者への連絡・相談を細やかに行い、迅速
に対応する。

Ａ Ａ

ホームページは、緊急性の高いものは迅速
に、学校日誌は各学年の記事を週１回以上更
新する。

学校教育目標    感動と創造の教育　　（確かな学力を身につけ、人権尊重の理念を正しく理解し心身ともに健康で豊かな心を持ち、未来を切り開くたくましい人間を育
てる）

○目指す学校像・・・・・・・児童が安心して楽しく登校できる学校　・保護者・地域が信頼して通わせられる学校　教職員が学び合い、支え合う学校
○目指す児童・生徒像・・・よく考え、すすんで学ぶ子・◎思いやりがあり、協力し合う子・心も体もたくましい子
○目指す教師像・・・・・・・全教職員で全児童を育てる。・学び合う教師・組織で協働する教師・開かれた教師

迅速・丁寧な情報発信と
保護者からの関心を高
める

A A

重点目標の成果と課題
保護者アンケートで84.8％の保護者が異学年交流に肯定的な回答をした。児童アンケートでも、下学年86.5％・高学年９８．６％が異学年のために行動できたと肯定的
な回答をした。異学年交流により、パートナーシップを意識した主体的な学びが実現できた。次年度は「わからない」と回答した保護者11.7％を減らすため、ホームペー
ジや学校だよりで発信していく。

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

学校評価・行事（運動会・道徳公開・MNE公
開）アンケートの回収率を上げる。

A

　成果指標評価基準

「学校のおやくそく」を守っているかを定期的に
振り返らせ、指導を徹底する。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる

A

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


